
告

示

平成™œ年Ÿ月˜日 木曜日 第�˜——号官 報

林
業
種
苗
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

林
業
種
苗
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
農
林
省
令
第

四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
条
例
の
公
布
と
同
一
の
」
を
「
都
道
府

県
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他

の
適
切
な
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
緊
急
確
保
航
路
内
に
お
け
る
技
術
基
準
対
象
施
設
の

建
設
等
の
許
可
）

第
十
八
条
の
六

法
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
二
項
の
国

土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に

掲
げ
る
書
類
（
技
術
基
準
対
象
施
設
の
建
設
又
は
改
良

を
行
お
う
と
す
る
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
第
四
号

に
掲
げ
る
書
類
に
限
る
。）を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
項
を
示
し
又
は
記
載
し
た
書
類

イ

建
設
又
は
改
良
を
行
お
う
と
す
る
技
術
基
準
対

象
施
設
の
諸
元
及
び
要
求
性
能

ロ

建
設
又
は
改
良
を
行
お
う
と
す
る
技
術
基
準
対

象
施
設
へ
の
作
用
及
び
そ
の
設
定
の
根
拠

ハ

イ
及
び
ロ
の
照
査
方
法

二

建
設
又
は
改
良
を
行
お
う
と
す
る
技
術
基
準
対
象

施
設
の
施
工
方
法
、
施
工
管
理
方
法
及
び
安
全
管
理

方
法
を
記
載
し
た
書
類

三

建
設
又
は
改
良
を
行
お
う
と
す
る
技
術
基
準
対
象

施
設
を
適
切
に
維
持
す
る
た
め
の
維
持
管
理
方
法
を

記
載
し
た
書
類

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣

が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
よ
う
と
す
る
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、前
項
中「
国

土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交

通
大
臣
と
協
議
し
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
号
様
式
中
「
第
四
十
三

条
の
八
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第

二
項
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
五
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
し
た
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
港
湾
法
施
行
規
則
第
十
号
様
式
に
よ
る
証
明

書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
法
施
行
規
則

第
十
号
様
式
に
よ
る
証
明
書
と
み
な
す
。

住
所
北
海
道
旭
川
市
花
咲
町
１
丁
目
2
2
3
2番
地

崔
和
子
昭
和
3
0年
４
月
１
日
生

住
所
北
海
道
旭
川
市
花
咲
町
１
丁
目
2
2
3
2番
地

朴
文
河
昭
和
5
5年
１
月
７
日
生

住
所
北
海
道
旭
川
市
豊
岡
３
条
６
丁
目
３
番
1
2号

朴
吉
香
昭
和
6
0年
５
月
９
日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
中
青
木
３
丁
目
９
番
１
`
6
1
4号

孫
強
昭
和
6
0年
１
月
1
0日
生

住
所
熊
本
県
天
草
市
東
浜
町
2
2番

3
2号

李
應
瑾
昭
和
2
6年
９
月
1
8日
生

金
禮
子
昭
和
2
7年
６
月
４
日
生

住
所
熊
本
県
天
草
市
船
之
尾
町
６
番
1
7号

李
榮
中
昭
和
5
4年
５
月
1
1日
生

住
所
愛
知
県
稲
沢
市
稲
沢
町
北
山
２
丁
目
5
0番
地
１

文
光
秀
昭
和
5
5年
３
月
2
1日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
£
北
４
丁
目
２
番
２
`
4
0
8号

馬
琳
琳
昭
和
5
6年

1
1月

1
0日
生

住
所
東
京
都
品
川
区
平
塚
１
丁
目
６
番
1
2
`
6
0
3号

劉
人
傑
昭
和
5
7年

1
2月
４
日
生

住
所
香
川
県
高
松
市
出
作
町
3
8
2番
地
１

陳
佳
昭
和
5
8年
１
月
1
3日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
大
久
保
３
丁
目
９
番
５
`
2
0
8号

魯
仁
泰
昭
和
４
年
９
月
８
日
生

金
美
花
昭
和
1
6年
１
月
５
日
生

魯
寿
美
子
昭
和
3
3年

1
0月

1
3日
生

住
所
埼
玉
県
入
間
市
東
藤
沢
１
丁
目
１
番
７
号

王
涵
懿
昭
和
5
9年
１
月
1
8日
生

李
善
”
昭
和
5
8年

1
0月

2
9日
生

王
天
佑
平
成
2
2年
６
月
1
0日
生

王
墨
軒
平
成
2
4年

1
2月

1
3日
生

住
所
川
崎
市
川
崎
区
堀
之
内
町
５
番
地
１

張
小
龍
昭
和
5
7年
４
月
９
日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
大
森
北
１
丁
目
2
2番
３
`
8
0
4号

許
Ω

昭
和
4
2年
９
月
１
日
生

住
所
神
奈
川
県
鎌
倉
市
稲
村
ガ
崎
４
丁
目
７
番
１
号

李
淑
媚
昭
和
4
2年
８
月
９
日
生

住
所
東
京
都
港
区
赤
坂
７
丁
目
５
番
3
4
`
4
1号

林
郭
秀
櫻
昭
和
2
2年

1
1月

3
0日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
西
川
口
４
丁
目
1
3番
８
号

劉
剛
昭
和
5
5年

1
1月
８
日
生

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
四
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五

十
五
条
の
三
の
四
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
の
五
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
港

湾
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

港
湾
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

港
湾
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を「（
開
発
保
全
航
路
内
に
お
け
る

放
置
等
禁
止
物
件
）」に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
四
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
確
保
航
路
内
に
お
け
る
放
置
等
禁
止
物
件
）

第
十
八
条
の
五

法
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
一
項
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
物
件
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

船
舶

二

土
石

三

い
か
だ

四

竹
木

五

車
両

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
緊
急
確
保
航
路

に
お
け
る
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
船
舶
の
交

通
又
は
沈
没
物
そ
の
他
の
物
件
の
除
去
に
支
障
を
与

え
る
程
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
物
件
に
類
す
る
も
の

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号

宮
城
県
登
米
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
二
日
ま
で
に
、
同
市
長
に
対

し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
六
十
九
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

東
京
法
務
局
所
属

岩
橋

義
明

横
浜
地
方
法
務
局
所
属

橘
田

博

前
橋
地
方
法
務
局
所
属

石
井

末
弘

甲
府
地
方
法
務
局
所
属

皆
川

正
文

神
戸
地
方
法
務
局
所
属

小
鷹

勝
幸

金
沢
地
方
法
務
局
所
属

奥
田

哲
也

山
口
地
方
法
務
局
所
属

山
下
裕
一
郎

仙
台
法
務
局
所
属

紺
野

清
幸

福
島
地
方
法
務
局
所
属

菅
谷

男

釧
路
地
方
法
務
局
所
属

伊
藤

正
之

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
千
葉
県
東
金
市
台
方
1
1
9
5番
地
５

馮
†
昌
昭
和
2
8年

1
0月

1
7日
生

李
麗
珍
昭
和
3
1年
１
月
３
日
生

馮
文
嶺
平
成
６
年
1
2月
１
日
生

住
所
東
京
都
港
区
南
麻
布
２
丁
目
６
番
2
3号

ヘ
マ
ン
ト
・
ク
マ
ル
・
カ
サ
ナ
昭
和
4
4年
５
月
２
日

生
住
所
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
緑
ヶ
丘
６
丁
目
８
番
２
号

サ
ン
ブ
ー
ニ
ャ
ム
・
オ
ル
ホ
ン
昭
和
3
9年
９
月
2
1日

生ヨ
シ
ミ
・
オ
チ
ル
・
エ
ル
デ
ネ
平
成
２
年
４
月
1
7日

生ヨ
シ
ミ
・
ニ
ン
ジ
ン
平
成
６
年
1
2月
６
日
生

住
所
愛
知
県
一
宮
市
新
生
４
丁
目
４
番
７
`
2
0
2号

朴
幸
生
昭
和
3
4年
１
月
１
日
生

趙
明
淑
昭
和
3
9年
３
月
3
0日
生

朴
和
成
平
成
元
年
１
月
1
1日
生

朴
美
華
平
成
２
年
1
1月

2
0日
生

住
所
愛
知
県
一
宮
市
奥
町
字
三
出
2
5番
地
５

朴
秀
u
昭
和
6
2年
１
月
2
5日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
大
K
南
４
丁
目
９
番
９
号

ト
ラ
ン
・
テ
ィ
・
タ
ン
・
ウ
ェ
ン
昭
和
6
3年
１
月
1
5

日
生
ト
ラ
ン
・
タ
ン
・
テ
ィ
ー
平
成
２
年
５
月
１
日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
宮
本
１
丁
目
1
9番

1
4号

張
志
巍
平
成
７
年
1
1月

2
2日
生

張
志
ø
平
成
1
2年
８
月
１
日
生

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
登
米
市
役
所
又
は
仙
台
法
務
局
登
米
支
局
に
照
会

す
る
こ
と
。

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

宮
城
県
登
米
郡
宝
江
村
大
字
田
沼
新
井
田
字
並
柳
九
十

九
番
地

熊
谷

一
郎
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